
令和６年度近畿地方DMATブロック訓練の概要

開催日時

訓練会場

想 定令和６年11月8日（金） １４時～ ※前日訓練のため一部参加者のみ

９日（土） ８時30分～１６時30分

大阪府庁、災害拠点病院18か所、一般病院14か所

11月8日１４時に上町断層帯を震源とする地震が発生

訓練概要

大阪府

〇保健医療調整本部の設置・運営
〇専門分野との連携
（小児周産期・透析・難病・薬務・精神等）

〇水道災害調整本部との連携
〇危機管理室・福祉部との連携

災害拠点病院（全18病院）

〇指揮支援訓練
〇多数傷病者の受入訓練

消防機関

活動拠点本部へのリエゾン派遣 など

一般病院（１４病院）

〇指揮支援訓練
〇病院避難、籠城支援、
搬送支援等

各府県DMAT

被災地の病院支援
（５５チームが各所に派遣）

保健所

〇保健所保健医療調整本部の設置
〇災害拠点病院等との連携
〇保健所の被災状況の把握
〇DHEATの派遣要請 等

危機管
理室

健康
医療部

福祉部

（活動拠点本部）

（大阪府保健医療調整本部）

（多数傷病者の受入）

ドクターヘリ（５機）

・ドクターヘリ本部の運営
・患者搬送訓練（実機フライト）

参加者 ＤＭＡＴ約700人を含む800人程度

参加機関
厚生労働省DMAT事務局、関西広域連合、大阪府、大阪市、
堺市、保健所、消防機関、府内災害拠点病院（18か所）、府内
病院（14か所）、大阪府医師会、大阪府歯科医師会、大阪府薬
剤師会、大阪府看護協会、大阪府栄養士会、大阪府臨床工学
技士会、日本赤十字社大阪府支部、大阪府医薬品卸協同組合、
大阪府大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会、
国立研究開発法人防災科学技術研究所、2025年日本国際
博覧会協会、学校法人ヒラタ学園 等

〇DPAT調整・活動拠点本部運営、病院支援
〇小児周産期・精神・難病・透析患者の搬送
調整訓練

〇小児科・産婦人科病院の情報集約
〇難病患者の安否確認（ANPiS）
〇感染症指定医療機関の被災状況把握
〇歯科医師会・栄養士会との連携
〇日本赤十字社・府医師会・JRATとの連携

専門分野
（小児周産期・精神・難病・透析等）

〇医薬品の調達・輸送
〇血液製剤の調達・輸送

〇各水道事業体の被災状況把握
〇災害拠点病院への給水支援

薬務・血液 水道

〇応援派遣に関する情報伝達

災害支援ナース

〇高速衛星通信環境の確保
〇災害拠点病院への燃料補給

ライフライン

圏域 病院名

豊能・三島
市立豊中病院（豊中市）

藍野病院（茨木市）

北・中河内
寝屋川生野病院（寝屋川市）

星ヶ丘医療センター（枚方市）

大阪市

明生病院

福島病院

日本橋病院

生野中央病院

大野記念病院

済生会泉尾病院

南港病院

山本第三病院

堺市・南河内
大仙病院（堺市）

滝谷病院（河内長野市）

〇福祉施設の被災状況の共有
〇DWATとの連携

福祉関連

大阪府ヘリ

和歌山県ヘリ

奈良県ヘリ

京滋ヘリ

兵庫県ヘリ

万博

日本国際博覧会協会との情報伝達訓練 など


